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江戸の立地と構造

・平安末，武士団が荘司を務
める荘園が各地に成立。
・その1つが「江戸荘」，荘司が
江戸氏。北に豊島氏。

・天正18年（1590），小田原
攻めの功労として，北条氏
所領を与えられた徳川家
康が入部。
・土手に囲まれた城の門前
に萱葺き民家が100件。
・その背後に日比谷入り江。
その東に砂州，干潟。

・室町期，江戸氏は没落。
・上杉家の太田道灌が入城
して城と城下を整備。
・1524，上杉氏，小田原北条
氏に攻められて越後へ退却。
江戸は寒村に戻る。

二宮書店,1967,『日本地誌7』

江戸を大改造

・町人地 … 排水用の濠を掘って，その土
で湿地を干拓し，町屋の敷地を造成。
・神田山（駿河台）を崩して，現在の新橋〜
日本橋間，深川（墨田川対岸）を造成。
・摂津佃村から漁師30名を呼び寄せて島
（佃島）に住まわせ，魚市場を形成。

・大手前に譜代家臣の屋敷
（現丸の内）⇒右図

・裏（西）側に旗本屋敷

・江戸城築城
・5層天守閣（1657明暦
大火で消失，再建せず）
・数多の城門「見附」
・外堀，内堀

内藤昌1966『江戸と江戸城』SD選書

・1603年，家康征夷大将軍
・諸大名に命じて大改造に
着手＝天下普請

横山昭市『首都』，大明堂，1988
正井泰夫『東京の生活地図』，時事通信，1972

・1730年頃の人口
・武家 … 65万
・寺社 … 5万
・町人 … 60万

・性比＝1.74
（女に対する男の比）
※女性人口は次第に
増えて，明治初年には
1.07に。

市街地の拡大

帝国書院『地歴地図帳』，2008
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『江戸と江戸城』SD選書

江戸城

江戸城下の模式図

・行徳から小名木川を
掘って塩の輸送路に

・1635，参勤交代を制度化
⇒街道，宿駅，伝馬制を整備

・神田上水：1617,井ﾉ頭から
・玉川上水：1653,羽村堰から

内藤昌1966『江戸と江戸城』SD選書

近郊との連関

武蔵野台地の開拓 … 巨大消費市場への食料供給のため、長距離用水
を開削して新村の開発が進行

二宮書店『日本地誌5』

・用水は江戸の飲料用で，
自由に使えず，台地上の開
拓村落は畑作の村に。
・1戸5町歩が標準 … 
50m×1km

・その後，多くの分水が開削
され，江戸市中では井戸の
掘削が盛んになって後，よう
やく灌漑に利用可能に。
⇒台地の開発が進展

・街路沿いに宅地，その背後
に屋敷林，畑，外縁に林

二宮書店『日本地誌5』
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小平市の青梅街道沿線
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・往時の地割は，今の地割に反映

工業集落
の叢生

二宮『日本地誌1』，1980

・大消費市場に
向けて，中山道，
甲州街道沿線
に，工業集落が
発展。

・野田・銚子 … 常陸の
大豆 ＋武蔵･下総の麦
＋利根川・江戸川水系
⇒醤油

・製造技術は上方から


